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令和５年３月１７日から５月３１日まで特別企画展
「鹿児島の海のほ乳類～座礁クジラが教えてくれたこと
～」を開催し、大好評のうちに終了しました。足をお
運びいただいた皆さま、ありがとうございました。普
段の特別企画展では生きものの展示がメインですが、
今回の主役は鹿児島で打ちあがったイルカやクジラの
「標本」です。生きものの展示とは違う今回の特別企画
展の裏側を紹介します。

開催の経緯

かごしま水族館は開館して以来、鹿児島県内に打ち
あがったクジラやイルカの調査を進めてきました。海
のほ乳類が浜に打ちあがっても当館だけで対応できる
ことは少なく、国立科学博物館やその他の研究機関に
協力していただき、調査を進めています。状況が許せ
ば、調査後に骨や表皮などのサンプルを各研究機関に
送付することもあります。こうして鹿児島で打ちあ
がった海のほ乳類の貴重な標本やサンプルのいくつか
は各研究機関で所蔵されています。今回の特別企画展
では当館で所蔵している標本に加え、各研究機関より
鹿児島にゆかりのある標本が里帰りしました。そして
たくさんのイルカやクジラが打ちあがるほど鹿児島の
海が豊かであること、調査によりわかったことをお伝
えしたいと考えました。

時価数千万円の標本たち
まずはテーマと各ブースで紹介したいことに合わせ
て展示する標本を決めていきました。その中でも特
に貴重な標本は「龍

りゅう

涎
ぜん

香
こう

」と「ニホンアシカ」です。

「龍涎香」はマッコウクジラが食べたイカの消化できな
かった部分などが固まって結

けっ

石
せき

状になったものです。
古くからお香の材料として珍

ちん

重
ちょう

されており、時価数
千万円にもなることのある代

しろ

物
もの

です。高額な標本を展
示するにあたり、輸送中も展示中も気が抜けません。
特別企画展開催の前日までは金庫に保管し、展示中は
「２重のアクリルで覆

おお

う」「防犯カメラを設置する」な
ど万全の防犯対策をとりました。次に価値のある標本
は「ニホンアシカ」の剥

はく

製
せい

です。戦前、熊本市動植物
園で飼育されていた個体の剥製で、日本に１１体しか
ない貴重なものです。これらの剥製をはじめ、骨格標
本や胃内容物など多くの貴重な標本をお借りしまし
た。この標本たちは価値もさることながら、すべてが
１点もので破損したら二度と手に入らないものばかり
です。そのため、ほとんどの標本に保険をかけ、すべ
ての標本を丁寧に扱いました。

特別企画展「鹿児島の海のほ乳類
～座礁クジラが教えてくれたこと～」

開催への道

設営中の特別企画展会場

龍涎香

マッコウクジラ（南さつま市金峰、2017年）

輸送中の標本

特 集

ニホンアシカの剥製
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ホネホネパズル
国立科学博物館からお借りしたものはすべて専門の
業者に梱

こん

包
ぽう

や輸送、陳
ちん

列
れつ

等をお願いしたのですが、そ
の他の機関からお借りした標本は最初から組みあがっ
ているものばかりではありません。収納するため、
または輸送のためにばらばらの状態のものもありま
した。この中で、組みあげるのに一番苦労したのは
２０２１年阿久根市で打ちあがり、長崎大学からお借
りしたミンククジラの幼獣の頭骨です。頭骨は大きな
一塊の骨に見えますが、いくつかの骨が合わさってで
きています。長崎大学から運び込んだ時には頭の骨も
ばらばらの状態でした。また、クジラの骨は陸上動物
の骨に比べて多

た

孔
こう

質
しつ

（穴がたくさん空いている構造）
でスカスカなのが特徴です。これはクジラたちが水中
で生活するため重力に逆らって体を支える必要がなく、
骨の中には油を多く含み、浮力を得る役割があるからで
す。この標本の個体が幼獣であったこともあり、非常に
もろく、少し重くてかたいスポンジや発泡スチロールを
扱っているようでした。もろくて複雑な立体パズルでし
たが、骨の図鑑やザトウクジラの頭骨の骨の写真を参考
に慎重に組みあげました。

もう１つ苦労したのは御蔵島観光協会からお借りし
たミナミハンドウイルカの全身骨格標本です。この骨
も郵送のためすべてばらばらで送られてきました。送
られてきた土台に頭骨から頸

けい

椎
つい

、胸
きょう

椎、腰
よう

椎、尾
び

椎、
ｖ
ぶい

字
じ

骨
こつ

と１００数個あるパーツを慎重にならべていき
ました。頭の骨と全身の骨格を組んだことで、イルカ
の骨格のつくりを体感するいい機会になりました。

展示の工夫
今回の特別企
画展では大人の
方にも楽しんで
いただけるよう
に会場の雰囲気
を新聞調に統一
することにしま
した。ただ、新
聞調で字が多く
なるとお子さま
には難しくなりすぎてしまいそうです。そこで考えた
のが「新聞といえば４コマまんが」です。お子さまも
わかりやすいように１つ１つの解説に４コマまんがを
付けることにしました。また解説パネルを読むだけで
なく館内に散在する海のほ乳類に関する展示をつなぐ
ためにファイル図鑑を集めたり、実際に標本に触れた
りするコーナーや龍涎香のにおいを再現したものを嗅
ぐ体験ができるブースも用意しました。また、他にも
クジラの大きさを体感していただくために、ＡＲの技
術を利用してマッコウクジラの実物大の姿をスマート
フォン等で体感できるものも用意しました。

この特別企画展を開催できたのは
今回の特別企画展を開催できたのはたくさんの研究
機関の皆さまの協力はもちろんのこと、イルカが浜に
打ちあがっているという情報をくださった皆さまのお
かげです。皆さまの情報がなければ私たちはイルカが
浜に打ちあがっていたことすら知ることはできませ
ん。また、浜に打ちあがったイルカやクジラの対応を
するのは各地域振興局や自治体の皆さまです。調査の
必要性を理解して、許可していただいて初めて調査を
することができます。今後も鹿児島の浜にはいろいろ
な海のほ乳類が打ちあがるかもしれません。今回の特
別企画展を機会に、海のほ乳類に興味をもつ方が増え
て、海のほ乳類の新たな情報や発見につながると嬉し
いです。� （柏木伸幸）

※今回の特別企画展では以下の方々にお世話になりました。この場を借りて厚く御礼申し上げます。
ストランディングの情報をくださったみなさま　各自治体、各漁業協同組合のみなさま
国立科学博物館�山田格�様、田島木綿子�様、塩崎彬�様／長崎大学�天野雅男�様／宮崎大学�西田伸�様／愛媛大学�落合真理�様／奄美イルカクジラウォッチング協会�興克樹�様／
河合晴義�様／まっ工房�様／熊本市動植物園�様／株式会社海の中道海洋生態科学館�様／宮崎県総合博物館�様／東京農業大学�小林駿�様

AR画像 マッコウクジラの実物大AR

組みあがったミナミハンドウイルカの全身骨格

本特別企画展は船の科学館及び海と日本プロジェクトの助成を受けました。

ばらばらのミンククジラの骨 ミンククジラの頭骨

4コマまんが付きの新聞調の解説パネル
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う？」と会話して聞けるわけではありません。
まずは、２つのシンプルな●の内、大きい方
を常に選ぶように教えます。次に図１のよう
に“余計なもの”がついていても中央の●の大
きさを比べるように教えます。そして最後に、
図１の組み合わせや中央の●の大きさが違う組
み合わせをそれぞれ代わる代わる見せて、大き
い●を選んでもらいます。この順番で実験する
ことで、周りの●に惑

まど

わされることなく中央の
●の大きさを比べているかどうか、そして錯覚
が起きているかどうかを確かめることができま
す。すると、３頭でヒトと同じような錯覚を起
こす場合がありました。

今回の実験結果と他の研究成果を比較するこ
とで、錯覚がどのように起こるか、なぜ起こる
のかに迫ることができます。このようにいろい
ろな動物の錯覚について調べることは、そもそ
も生きものの視覚とは何なのか、どのように働
いているのかということを解明する一助となる
のです。� （濵野剛久）

動物が見ている世界動物が見ている世界

生きものはどのように身の回りの情報を入手
し、感じているのでしょうか。
例えば、視覚は自分自身の身の回りの光が目
に入り、そのうちの一部が脳に伝わり、そこで
初めて何かを“見ている”という感覚が生まれ
ます。しかし目と脳はその全てを身の回りから
受け取っているわけではありません。なぜいつ
も生活する中で違和感なく見ることができてい
るかというと、身の回りの光が目に入り、脳に
伝わり、“見ている”という感覚が生まれる途
中で、いろいろな取

しゅ

捨
しゃ

選
せん

択
たく

が行われ、うまい具
合に“見ている気になる”という調整をしてい
るからです。
しかし、いろいろな取捨選択している間に、
ある情報と別の情報を間違えてしまうことも起
こります。その現象の一つに『錯

さっ

覚
かく

』がありま
す。例えば、図１のような図形をヒトが見る
と、中心の円について左側は実際の大きさより
も小さく、右側は実際の大きさよりも大きく感
じてしまうことが多いのです。実は、動物の種
類によって錯覚の起こり方が違うということが
すでに分かっています。つまり見ている世界が
違うということになります。

イルカではどのように見えているのでしょう
か。当館の子どもから大人のメスのハンドウ
イルカ４頭にこの実験に協力してもらいまし
た。といってもイルカに「どっちが大きいと思

図 1

大きい●を選ぶイルカ

イルカにも錯覚が起こるのか確かめる実験
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３階：鹿児島の深海コーナー
ヨツバカワリギンチャク

ヨツバカワリギンチャクは深海にすむイソギン
チャクのなかまで、触手が生えている部分が４枚の
葉のように切れ込んでいます。数年前、鹿児島県内
の底曳

び

き網にかかり、何だか正体がわからないまま
に飼育をしていました。イソギンチャクの研究者に
連絡を取ってみると、珍しいものなのでぜひ調べて
みたいと返事がありました。
研究のためには標本にしたり、遺伝子を調べてみ
たりする必要があります。たった１個体のイソギン
チャクでは展示しながら研究するのは難しく、悩ま
しい状態でした。
しかし漁師さんの協力もあり、その後次々と捕獲
され、研究と展示を両立させることができました。

なお、ヨツバカワリギンチャクはすでに知られて
いる種だったのですが、その他に報告された新種の
イソギンチャクを加え、分

ぶん

子
し

系
けい

統
とう

解
かい

析
せき

を行い、新た
にヨツバカワリギンチャク科が設立されました。新
しい科が設立されることはそう頻繁にあることでは
ありません。また、そのような研究に関われたこと
はとても興味深い経験でした。
深海にはまだ知られていない生きものがたくさん
います。ヨツバカワリギンチャクは３階鹿児島の深
海コーナーで展示中です。� （築地新　光子）

99. マツカサウオと
　　ヤマブキマツカサウオ
パイナップルのような外観が特徴的なマツカサ
ウオ。国内では北海道から琉球列島まで、広く全
国的に生息します。錦江湾内では岸近くの岩礁
や、ごく浅い磯のような所でもみられますが、た
まに水深２００ｍ前後で操業するエビ漁「とんとこ
網」で混獲されることもあります。下あごに発光
バクテリアが共生しており光っているはずなのです
が、とても光が弱いため夜の暗くなった水槽でもほ
とんど確認できません。水深２００ｍを超える深

海なら、マツカサウオに共生する発光バクテリア
が放つ青い光を見ることができるのでしょうか。
パイナップル模様の正体はとても頑丈なうろこ
です。これまでマツカサウオと考えられていた中に
うろこの数が異なるタイプがいることが判明し、
２０２２年に新種として記載され、２０２３年に「ヤ
マブキマツカサウオ」という新標準和名が提唱さ
れました。当館で飼育している個体を確認したとこ
ろ、１匹のみヤマブキマツカサウオでした。残念

ながらこの１匹がどこ
で採集されたのかはよ
くわかりませんでした
が、今後採集の際は胸
びれの付け根の小さな
うろこの有無をしっか
り確認し、マツカサウ
オかヤマブキマツカサ
ウオか、区別したいと
思います。�（広瀬　純）

マツカサウオ
胸びれの付け根に小さなうろこ（矢印）がある

ヤマブキマツカサウオ
胸びれの付け根に小さなうろこがない
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くらべてみよう！
ヒトとイルカの赤ちゃん

みなさんはイルカの赤ちゃんがどうやって生まれ
てくるのか知っていますか？イルカは私たちヒトと
同じほ乳類で、赤ちゃんはお母さんのお腹の中で育
ち生まれてきます。お腹の中にいる時はお母さんと

へその緒で繋
つな

がっていて、生まれてしばらくは母乳
を飲んで育ちます。ヒトとの違いは姿形だけでなく
水中で出産と育児をすることです。今回のアクアラ
ボでは、そんなハンドウイルカとヒトの赤ちゃんを
比べてみました。体長を比べたり、赤ちゃんイルカ
の重さを予想してもらったり、かごしま水族館で生
まれたイルカの出産や授乳の様子を動画で紹介して
います。１～２歳ごろで母乳を飲まなくなるヒトと
は違い、イルカは生後半年ほどで魚を食べ始めます
が、３～４歳ごろまでは母乳も飲みます。生まれて
間もない赤ちゃんはお母さんのお腹の下側にある乳

にゅう

溝
こう

に口をつけ、泳ぎながら１回あたり数秒間、母乳
を飲む行動が６～８分
の間に連続して見られ
ます。イルカの母乳は
魚のような匂いがしま
す。味見はできません
が、容器に入れたもの
を実際にお客さまに手
に取ってご覧いただけ
るように準備していま
す。� （福永　遥）授乳の様子 出産の様子

フィールドノートフィールドノート
種子島の希少種ハナサンゴモドキ繁殖調査
─ Father かMother か、それが問題だ！

ハナサンゴモドキは
１９９０年に種子島固
有種として記載されまし
た。現在は屋久島や台湾
でも生息が確認されてい
ますが、現存する国内の
サンゴとしては最も絶滅
の危険性が高く、環境省
海洋生物レッドリストの
絶滅危惧ⅠＢ類に指定されています。２０１９年
には県の天然記念物にも指定されました。
他にもめずらしい特徴があります。サンゴは体
内に精巣と卵巣両方を持ち、精子と卵を海中に放
出する雌雄同体の種が多いのですが、ハナサンゴ
モドキは雌雄が別。つまり雌雄がそれぞれいなけ
れば繁殖できません。母サンゴは体内で受精して
「プラヌラ」と呼ばれる幼生まで育てて出産します。
少しずつ繁殖生態が明らかになる中、２０１３年
に出会ってから一度も繁殖するのを見たことがな

いハナサンゴモドキがいました。種子島の上
かみ

ノ
の

古
ふる

田
た

漁港でひとつだけ生息していた群体です（左の写
真）。群生地でもなかなか見ない直径約４０ｃｍと、
大きくて孤独で特徴的なので地元の方からは愛を
こめて「マザー」と呼ばれています。でも、ほんと
にマザー（雌）？ファザー（雄）かも・・・長い間
の疑問に、今年ようやく決着がつきました。プラ
ヌラを確認し、マザー（雌）と判明したのです。本
当のマザーになった上ノ古田のハナサンゴモドキ。
これからも見守りたいと思います。� （出羽尚子）

マザーの触手の中で泳ぎ回るプラヌラが透けて見える
オレンジ色の粒がプラヌラ

上ノ古田漁港で２０１３年に撮影した
ハナサンゴモドキ
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「シラスウナギがやってきた！」二ホンウナギの稚魚の展示「シラスウナギがやってきた！」二ホンウナギの稚魚の展示
シラスウナギ漁シーズンが始まり、光るウナギの展
示ができればと思っていたところ、漁業者や養

よう

鰻
まん

業
者、行政、研究者が一体となってウナギ資源の保護や
増殖活動に取り組む鹿児島県ウナギ資源増殖対策協議
会からシラスウナギ提供のご協力をいただけることに
なり、念願のシラスウナギの展示をゴールデンウィー
クに行うことになりました。
シラスウナギの展示と、普段なかなか見ることのな
いシラスウナギ漁も併せて紹介し、私たち日本人に
とって馴染み深い二ホンウナギの知られざる生態と、
資源の減少が続くウナギ資源の保全対策への理解を深
めていただくことを目的として、展示の準備を始めま
した。

【シラスウナギ漁を見学！】
これまで一度もシラスウナギ漁を見たことがなかっ
たため、３月下旬、大学が薩摩川内市の川内川で行う
資源量調査に同行し、手

て

掬
ずく

い漁を見学させていただく
ことになりました。日没後、護岸から水中にライトを
沈め、海から遡

そ

上
じょう

してくるシラスウナギをタモですく
う漁法です。小さな稚魚を逃さず捕まえるには常に水
面から目を離さない
集中力が必要で大変
さを実感しました。
そのほか川内川では
シラスウナギ漁とし
て船を使用した待受
漁も行われています。
４月に入り、シラスウナギが水族館に届きました。
養殖場で使われている専用のえさをいただいて飼育
も順調だったので、４月２７日から展示を開始しまし
た。シラスウナギを観察するだけでなく蛍光を発する
様子を比べることができる水槽のほか、漁業者からお
借りした漁具やシラスウナギ漁の映像、保護啓発のポ
スター掲示などを行いました。
来館者はシラスウナギの撮影をされたり、光る様子
に驚かれたりして、ウナギの話で盛り上がっていました。

大回遊をするウナギの生態にはまだまだ謎が多く、
今後も機会を見て紹介していきたいと思います。
� （館長　佐々木　章）

「光るウナギを見に来ませんか？」と鹿児島大学の
先生から声がかかり、さっそく研究室を訪問しまし
た。容器の中には全長６ｃｍ程の無色透明なシラスウナ
ギが泳いでいました。シラスウナギは、魚の名前では
なくウナギ類の稚魚の呼び名です。入手が困難で見る
機会もほとんどないのでめずらしいと思いながら眺め
ていると、先生は容器に青
色の光を当て始めました。
有害な紫外線や特定の波長
を取り除く遮

しゃ

光
こう

メガネをか
けて見ると、なんと透明な
体全体が緑色に光っていま
す。その鮮やかさと光ると
いう不思議な現象に驚いて
しまいました。

【なぜウナギが光る？】
血液の中の赤血球と呼ばれる細胞が古くなって壊れ
ると、ビリルビンという物質ができます。このビリ
ルビンがウナギの筋肉にあるUnaG（ユーナジー）と

呼ばれる蛍光たんぱく質に
くっつくと蛍光を発する特
性があります。そのため透
明なシラスウナギに青色の
光をあてると、シラスウナ
ギの体が緑色に光ります。
成長とともに表皮の色素が
増え、体表が黒くなると光
は見えなくなります。

ウナギのなかまは世界の温帯から熱帯にかけて１９
種類が分布し、ニホンウナギは東アジアの温帯から熱
帯の広い範囲にすんでいます。産卵場は日本から遠く
離れたグアム西方の西マリアナ海

かい

嶺
れい

の南端あたりで、
産卵期は５月から１０月とされています。そこで生ま
れた仔魚は海流に乗って成長しながら移動し、ふ化後
４～５か月でシラスウナギとなって日本近海にやって
きます。県内では１２月から３月にかけて河口域でシ
ラスウナギ漁が行われています。

シラスウナギ



２０１４年１０月から１１月にかけて、かごしま水族館企画展「鹿児島の魚を調査する～
鹿児島の海にはどんな魚がすんでいる？～」が開催されました。この企画展の「魚の名前
を考えてみませんか！」というミニコーナーで、与論島から採集されたフサカサゴ科イソ
カサゴ属の一種が紹介されるとともにその標本が展示されました。多くの子供たちから
新標準和名候補が提案されました。その後、２０２３年４月にこの標本は日本初記録種
の「イチゴイソカサゴ」として報告されました。イチゴは本種の赤色に白色点が散在する
体色に由来します。子供たちの提案からは選ばれませんでしたが、６名から「いちごかさ
ご」という案がありました。イチゴイソカサゴはインド・太平洋に分布し、国内では与論島
以南の琉球列島から記録されています。�（鹿児島大学総合研究博物館　館長　本村浩之）

２０２３年５月「変なホテル鹿児島天文館」
から、かごしま水族館とコラボレーションし
た「マリンルーム」の販売が始まりました。
旅先ではホテル滞在も思い出の１つになり
ます。この「マリンルーム」は黒潮大水槽の
画像を壁面いっぱいに転写し、まるで黒潮大
水槽がそこにあるかのような感覚が味わえる
ほか、室内にある水族館職員おすすめの書籍
などを読むことができます。
また宿泊特典として、水族館の年間パス
ポートを作ることができます。
鹿児島にお越しいただく際は、どうぞ「マリンルーム」と「かごしま水族館」どちらもお楽しみください。�（西郷純子）

これまで新型コロナウイルス感染症の拡大防止の
ため、長い間休止していた館内での水族館ボランティアの活動を再開しました。現
在は順路のご案内のほか、毎月１０日に開催される「いおの日」イベント等の補助
を主な活動としています。水族館ボランティアは黄色いベストを着用していますの
で、館内でお見かけの際は気軽にお声掛けください。� （平野　慎一郎）

４年ぶりに新型コロナウイル
スによる制限がない夏休みを迎
えました。夏休み特別イベント
もコロナ禍前と同様の規模で実
施し、お客様の目元だけではな
い満面の笑顔をたくさん見るこ
とができました。この数年、と
きには出勤者数制限やスタッフ
の感染により、業務を最少人数
で手分けしてフォローし合い、
忙しく過ごすことがありました
が、今年の夏は混雑時の来館者
の誘導や飛び込みの自由研究相
談など、いつもの水族館らしい
忙しさに追われました。９月か
らは例年通り、黒潮大水槽で展
示するカツオの収集業務が始ま
りました。南さつま市の港に拠
点を設けて１か月間ほど海面生
け簀で畜養します。魚類展示担
当者は毎年、カツオを無事に水
槽に搬入し終えたところで、よ
うやく夏の終わりを感じます。
� （土田洋之）
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